
令和５年度 最終報告
令和６年度 活動計画

千葉市 海まつり協議会



■2026年「千葉開府900年」 シビックプライドの確立の年に

・中世、はじめて千葉ブランドが全国区となるきっかけとなった
千葉市地域文化財「御浜下り」を通じて、
千葉市の歴史的な奥行きを市民に再認識してもらい
「うみ千葉」の文化を広く市民全体で次世代へと継承していきたい。

位置づけ 始動 啓発 普及 醸成 シビックプライド

確立

戦略 海まつり協設立 多主体連携 オール千葉市 オール千葉市民 行事開催

２０２２ ２０２３ ２０２４ ２０２５
開府９００年

２０２６

年次活動計画



位置づけ 始動 啓発 普及 醸成 シビックプライド

確立

戦略 海まつり協設立 多主体連携 オール千葉市 オール千葉市民 行事開催

２０２２ ２０２３ ２０２４ ２０２５
開府９００年
２０２６

１．新住民へのアクセス
千葉中央駅西口マンション前（新宿公園）を祭事会場と、文化を可視化

パネルで「御浜下り」の解説
「エアーさし石」
はりぼての石を重そうに持ち上げて、、

「さし石」の塗り絵

０年目



願い事を乗せた笹は、御浜下りへ短冊に願い事を書いて笹に、、、

和太鼓チームの演奏 巫女舞 寒川神社神輿の乗り入れ



３．担い手の恒常的育成
親子向けの次世代教育活動

２．運営側の変革
男性主体の祭りから、女性や子供主体とした祭礼へ

・８月２０日に固定されていた祭礼を土日に移動。
時間帯も家族の在宅率の高い夕方以降に移動。
「開かれた行事」をアピール

・「家にある浴衣を着てきてね！（半纏いらない）」



■さんばしまつり

■御浜下り

盆踊り ■
みっけ夏祭り

■
御浜宵祭
さし石さんが大会

➋千葉ポートパークエリア

➊千葉中央駅西口エリア

各主体のイベントを組み合わせて一大ベント
旧住民／新住民、伝統行事／若者イベントの融合

新興イベントに伝統を加味、
伝統行事に賑わいを付加

８月第３土日に連携開催 送迎バス
(ＪＦＥスチール提供)

位置づけ 始動 啓発 普及 醸成 シビックプライド

確立

戦略 海まつり協設立 多主体連携 オール千葉市 オール千葉市民 行事開催

２０２２ ２０２３ ２０２４ ２０２５
開府９００年
２０２６

１年目



共通帯

本協議会の「御浜下り」告知チラシ 「ミッケ夏祭り」と「盆踊りの」告知チラシ



「さんばしまつり」告知チラシ 「さし石さんが大会」告知チラシ

相互告知



➊千葉中央駅西口エリア

配布うちわ御浜宵宮

説明文

千葉市地域文化財 寒川神社 御浜下り
千葉に町ができて間もない頃のこと。攻め込ん
できた敵から町を守ろうと船乗り達が立ち上が
りました。空から舞い降りた神の助けによって
奇跡の勝利。以来、千葉の町は発展し続けてき
ました。このお祭りはその出来事を語り継ぐた
めに行われてきたものです。2026年、この町は
生誕９００年を迎えます。

ミッケ夏祭り・盆踊り さし石さんが大会



担ぎ手不足のため、さんばしまつり
会場への入退場は台車に載せて曳く予
定にしていたが、神輿の重量で台車が
破損し、急遽、担いで入ることに。
長い道のり、水分の用意もしておら

ず、途中で何度も立ち止まり、行列は
進まず。

そんなとき、会場の人垣から
「寒川、がんばれー！」の大声援が。

ここに来なかったら、寒川を知っても
らうことも、頑張れと声をかけてもら
うことも無かったことでしょう。

寒川が人知れず守ってきた、千葉誕生
の記念祭。これから市民総出で守って
いくための大きな一歩となりました。

さんばしまつり

餅撒き 御浜下り

➋千葉ポートパークエリア

巫女舞



➌中間報告時との差分【次世代育成】

１．御浜下りの起源となった「結城浜合戦」について、地元に残る伝承を伝える紙芝居の制作と上演

・12月９日の寒川小学校創立150周年記念「地域開放デー」で上演
図書室で上演。午前の回：60名ほど 午後の回：40名ほど
来場者の感想：「御浜下りは知っていたけど、その由来を初めて知った」

「寒川って歴史がある土地だと聞いてはいたが、その理由がはじめてわかった」等

Youtube動画へ



２．千葉県立美術館開館50周年記念企画 「五十嵐靖晃」×「御浜下り」
来年度計画で説明

３．寒川小学校創立150周年記念 記念誌歴史特集・郷土史副読本
（cf．佐倉市：「佐倉学」という市民のコンセンサス)
・「記念事業への寄付はしなかったが販売してほしい」「長い歴史があるとは
聞いているが、内容が端的にわかる資料が無かったので助かる」などの声が
多かった。
協賛金に余裕が出たら、再構成・製本した上で自治会・図書館・区役所の
転入窓口などに配布することも検討中。

４．来年度に協賛金集めを行うための短尺のプロモーションビデオの制作
３月納品予定

郷土史副読本

記念誌 歴史特集



位置づけ 始動 啓発 普及 醸成 シビックプライド

確立

戦略 海まつり協設立 多主体連携 オール千葉市 オール千葉市民 行事開催

２０２２ ２０２３ ２０２４ ２０２５
開府９００年
２０２６

２年目
(来年度)

１．面的なインパクトをもつ主体との連携により、オール千葉市を射程にいれた普及啓蒙を図る

県立美術館開館50周年
「五十嵐靖晃展」

JFE千葉まつり
「子ども神輿大会」

千葉市地域文化財 御浜下り



伝統文化

芸術文化

ポートタワー

星

海辺

生まれ育った街の海辺に足を浸しながら地域全体で楽しむ経験

旧市街

伝統文化に接する
機会の無い子供

JFE千葉まつり
「子ども神輿大会」

五十嵐靖晃
(県立美術館)

新しい文化

交流

担ぎ手のいない子供神輿

埋立地

わが街の海辺に足を浸してながら先人が見たのと同じ星を仰ぎ見ることで同一性を感じる体験

海辺


